[bookmark: _exttn9ih60a6]撮影・録画に関する同意書

撮影・録画を実施する者（以下「甲」という。）と、撮影・録画の対象となる者（以下「乙」という。）は、撮影・録画およびその利用に関し、以下のとおり同意するものとする。

[bookmark: _pqrqi7bm4wl]第1条（目的）
本同意書は、甲が実施する写真撮影、動画撮影、録音および録画（以下「撮影等」という。）について、その実施条件および撮影データの利用条件等を明確にすることを目的とする。

[bookmark: _a0aucuj439wo]第2条（撮影等の内容）
1. 甲は、イベント、セミナー、講演、研修、オンライン配信、広告宣伝、広報活動、採用活動その他甲の事業活動に関連して撮影等を行うことができるものとする。
2. 撮影等の対象には、乙の肖像、音声、氏名、所属、肩書その他撮影時に記録される情報が含まれる場合がある。
3. 乙は、本同意書に基づき撮影等が実施されることに同意する。
4. 
[bookmark: _edrf4e22e1x3]第3条（利用目的）
甲は、撮影等により取得した写真、映像、音声その他のデータ（以下「撮影データ」という。）を、次の目的で利用することができる。
(1) ホームページへの掲載
(2) SNSへの投稿
(3) YouTubeその他動画配信サービスでの公開
(4) パンフレット、チラシ、ポスター等への掲載
(5) 営業資料、会社案内等への利用
(6) セミナー、講演資料への利用
(7) 広告・宣伝活動
(8) プレスリリース等の広報活動
(9) 社内教育資料
(10) その他甲の事業運営上合理的に必要な利用

[bookmark: _mtdgj9nlla0l]第4条（利用期間）
甲は、撮影データを利用目的の範囲内において、期間の定めなく利用できるものとする。

[bookmark: _ugrv434tp1sr]第5条（加工等）
1. 甲は、利用目的の達成に必要な範囲で撮影データについて編集、トリミング、色調補正、字幕挿入、音声編集、サイズ変更その他の加工を行うことができる。
2. 加工により撮影データの本質を著しく変更し、乙の社会的評価を不当に害する利用をしてはならない。
3. 
[bookmark: _sumzbz4qwmh2]第6条（第三者への提供）
甲は、利用目的達成のため必要な範囲で、広告代理店、制作会社、印刷会社、映像制作会社、Web制作会社、クラウドサービス事業者その他業務委託先へ撮影データを提供することができる。

[bookmark: _qyub7plq8r5q]第7条（権利関係）
1. 撮影データに関する著作権その他編集物として発生する権利は、法令上別段の定めがある場合を除き甲に帰属する。
2. 乙は、甲による本同意書に基づく利用について肖像権その他の人格的利益を理由として異議を申し立てないものとする。ただし、法令上放棄できない権利を制限するものではない。
3. 
[bookmark: _v816frn7ykpb]第8条（対価）
1. 撮影等に関する対価は、別途書面により定める場合を除き無償とする。
2. 有償とする場合は、甲乙協議のうえ別途定める。
3. 
[bookmark: _l4puyf10s7q1]第9条（個人情報の取扱い）
甲は、乙の個人情報を法令および甲の個人情報保護方針に従い適切に管理するものとする。

[bookmark: _9ign5q9b81xw]第10条（公開停止等）
1. 乙は、やむを得ない事情がある場合には、甲に対し公開停止または削除を申し出ることができる。
2. 甲は、申出内容を合理的に検討し、対応の可否を判断する。
3. 印刷物の配布済み資料その他技術的・実務的に回収または削除が困難なものについては、この限りでない。
4. 
[bookmark: _efzx5aarbqi3]第11条（禁止事項）
乙は、撮影等の実施を妨害する行為その他甲の業務運営に支障を及ぼす行為を行ってはならない。

[bookmark: _mrt5v84r8mmr]第12条（秘密保持）
甲および乙は、本同意書に関連して知り得た相手方の秘密情報を、法令または相手方の事前承諾がある場合を除き第三者へ開示または漏えいしてはならない。

[bookmark: _9m543n7rhyu3]第13条（損害賠償）
甲または乙は、本同意書に違反し相手方に損害を与えた場合には、その損害を賠償する責任を負う。

[bookmark: _mtwgu39u77jy]第14条（解除）
甲または乙は、相手方が本同意書に重大な違反をし、相当期間を定めて是正を求めても改善されない場合には、本同意を解除することができる。

[bookmark: _68pxeyt5er4d]第15条（協議事項）
本同意書に定めのない事項または解釈に疑義が生じた場合には、甲乙は誠意をもって協議し解決するものとする。

[bookmark: _ea5die8e51ep]第16条（準拠法および管轄）
1. 本同意書は日本法に準拠する。
2. 本同意書に関して紛争が生じた場合は、甲の本店所在地を管轄する地方裁判所または簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
[bookmark: _uxug4apo32wq]
[bookmark: _kk7pr69y4t23]署名欄
甲（撮影者・事業者）
名称：

所在地：

代表者：

署名：

日付：　　　年　　月　　日

乙（撮影対象者）
氏名：

住所：

署名：

日付：　　　年　　月　　日

